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第４条 第２条第１項第４号の規定により休学した者が、当該休学期間中に外国の大学において履修した授業科目につい

て修得した単位の認定の手続等は、別に定める。 

（大学の命ずる休学） 

第５条 学則第19条第２項及び大学院学則第25条第２項の規定に基づき、大学が命ずる休学の期間は、次の各号に掲げる

学生に応じて、当該各号に定める期間とする。 

 一 傷病のため学修することが不適当と認められる学生 大学が認めた日から、１年を経過した日が属する月の末日ま

で 

 二 行方不明の学生 行方不明の届出があった日から、１年を経過した日が属する月の末日まで 

２ 前項第１号による休学期間は、満了してもなお、休学理由である事情が継続する場合は、引き続き休学を命ずること

がある。 

３ 第１項第２号による休学期間は、休学上限に算入しないものとする。 

４ 前２項の規定による休学期間を経過しても、次条による復学ができないときの取扱いは、学則第46条第３号及び第６

号並びに大学院学則第59条第３号及び第６号の定めるところによる。 

（復学） 

第６条 許可された休学期間の途中で、当該休学の事情がなくなったときは、願い出て、復学することができる。ただし、

第２条第１項第１号による休学の場合は、復学の願い出に際し、医師の診断書の添付を要するものとする。 

２ 命ぜられた休学期間の途中で、当該休学の事由がなくなったときは、願い出て、復学することができる。 

３ 許可された休学期間が満了した場合は、復学する。この場合において、願い出は要しない。 

   附 則 

１ この規程は、令和６年10月１日から施行する。 

２ 東京工業大学学則第17条及び東京工業大学大学院学則第21条の規定に基づく休学等に関する申合せ（平成16年４月１

日学長裁定）は、廃止する。 

３ この規程施行の日（以下「施行日」という。）に、現に在学する学生であって、施行日前に、東京工業大学又は東京

医科歯科大学（以下「旧大学」という。）において、第２条第１項に相当する事由に該当して休学を許可され、又は、

第５条第１項に相当する事情に該当して休学を命ぜられた学生に係る当該休学期間については、この規程により許可さ

れ、又は命ぜられた休学期間とみなす。 

４ 学則附則第３項の規定により置かれる理学部及び工学部に所属する学生における第２条第２項の適用については、学

院に所属するものとみなす。 
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東京科学大学学士課程学生の留学に関する規程 
 

（趣旨） 

第１条 この規程は、東京科学大学学則（令和６年学則第１号）第20条第３項の規定に基づき、東京科学大学（以下「本

学」という。）の学士課程の学生が、外国の大学又はこれに相当する高等教育機関等に留学する場合の取扱いについて

定めるものとする。 

（留学出願手続） 

第２条 次に掲げる留学を志望する学生は、所定の様式を提出することにより、学長に願い出るものとする。ただし、学

院に所属する学生は、学長に願い出る前に、系主任又は初年次担当主任の承認を得るものとする。 

一 次に掲げる留学のうち、海外における滞在期間が31日以上のもの 

イ 本学及び他機関で募集する留学プログラムによる留学 

ロ 授業の一環で行う国外活動 

ハ 研究活動・フィールドトリップ等（出張を除く。） 

二 海外の大学への留学（当該大学において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科目の履修

により修得したものとして認定する予定のものに限る。） 

三 その他この規程の規定による手続が特に必要な留学として、系主任、初年次担当主任又は学科長が必要と認めたも

の 

（留学許可） 

第３条 学長は、前条の留学の願い出があった場合において、教育・研究上有益と認めるときは、当該学生が所属する学

院又は学部の教授会の議を経て、これを許可する。 

（留学期間） 

第４条 留学の期間は、通算して１年以内とする。ただし、特別の事情があるときは、通算して２年を超えない範囲内で

許可することがある。 

（留学終了の報告） 

第５条 学生は、留学の期間が終了したときは、速やかに所定の様式に留学した大学等が発行する学修の成果に関する証

明書を添えて、学長に報告しなければならない。 

（単位認定申請手続） 

第６条 学生が留学先で履修した授業科目の単位の認定を希望した場合の手続は、別に定める。 

（認定授業科目の成績表示） 

第７条 単位が認定された授業科目の成績証明書における表示は、「認定」とする。 

（雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、学長が別に定める。 

附 則 

１ この規程は、令和６年10月１日から施行する。 

２ 東京工業大学学士課程学生の留学に関する取扱いについて（平成23年３月31日制定）は、廃止する。 

３ この規程施行の日（以下「施行日」という。）に、現に在学する学生であって、施行日前に、東京工業大学又は東京

医科歯科大学において、第２条各号に掲げる事由に相当する事由に該当して留学を許可された学生に係る当該留学期間

については、この規程により許可された留学期間とみなす。 




